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午
前
十
時
か
ら
児
童
会
館

広
場
で
は
井
原
商
工
会
議
所

女
性
会
に
よ
る
無
料
の
お
茶

席
が
設
け
ら
れ
、
市
民
ら
が

桜
の
下
で
抹
茶
を
味
わ
い
ま

し
た
。

桜
橋
公
園
で
は
午
前
十
一

時
か
ら
長
発
太
鼓
（
井
原
小

学
校
）
と
鏡
獅
子
太
鼓
の
中

学
生
が
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿

で
協
演
。
続
い
て
可
愛
い
子

供
神
楽
な
ど
も
披
露
さ
れ
、

満
開
の
桜
の
下
で
多
く
の
花

見
客
ら
は
盛
ん
に
拍
手
を
送

り
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

み
ま
し
た
。

一
方
、
河
川
敷
を
臨
時
駐

車
場
に
し
た
も
の
の
、
会
場

脇
の
道
路
が
狭
く
、
昼
前
後

は
人
や
車
両
で
ご
っ
た
返
し

渋
滞
を
引
き
起
こ
す
一
幕

も
。
交
通
面
で
や
や
課
題
を

残
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か

ら
井
原
市
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
（
つ
ど
え
～

る
）
の
指
定
管

理
者
と
し
て
、

市
か
ら
業
務
を

引
き
継
い
だ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
市
民

交
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
井
原
が
こ

の
ほ
ど
、
過
去

二
年
間
の
施
設

利
用
者
数
を
ま

と
め
ま
し
た
。

二
十
年
度
の

四
半
期
平
均
は

１
０
９
５
人
。
さ
ら
に
二
十

一
年
度
は
１
６
８
８
人
へ
と

増
加
。
特
に
講
演
会
や
文
化

祭
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た

十
月
～
十
二
月
は
１
９
６
１

人
を
記
録
し
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
の
関
係
者
は

「
市
民
活
動
の
定
義
拡
大
や

多
目
的
利
用
効
果
が
大
き

い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

つ
ど
え
～
る
の
駐
車
場
は

本
年
度
か
ら
「
前
向
き
」

（
南
向
き
）
で
止
め
て
い
た

だ
く
よ
う
利
用
者
へ
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

付
近
の
住
宅
や
植
物
等
に

配
慮
し
た
も
の
で
「
前
面
駐

車
」
の
表
示
板
を
フ
ェ
ン
ス

へ
取
り
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
夜
間
利
用
後
、
駐
車

場
で
の
会
話
や
ア
イ
ド
リ
ン

グ
を
慎
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

「
自
立
し
た
運
営
を
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
と

い
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

キ
ホ
ン
講
習
会

（
岡
山
県
ゆ
う
あ

い
セ
ン
タ
ー
主
催

・
無
料
）
が
六
月

二
十
二
日
（
火
）

午
後
一
時
よ
り
、
つ
ど
え
～

る
で
行
わ
れ
ま
す
。

専
門
家
の
相
談
会
も
開
催

さ
れ
、
会
計
・
税
務
は
小
橋

政
彦
公
認
会
計
士
、
労
務
・

人
事
・
給
与
は
小

阪
田
徹
社
会
保
険

労
務
士
が
担
当
。

一
団
体
（
一
相

談
）
に
つ
き
六
十

分
で
、
原
則
十
四

時
～
十
七
時
ま
で
。
希
望
の

多
い
場
合
、
ま
た
時
間
希
望

が
あ
る
場
合
は
十
三
時
か
ら

の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
窓
口
は
ゆ
う
あ
い
セ

ン
タ
ー
（0

86
-2
31
-0
53
2

）

又
は
つ
ど
え
～
る
。
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715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）
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「
守
っ
て
ね
」

前
向
き
駐
車

騒

音

対

策

つ
ど
え
～
る
の
登
録
団
体
で
あ
る
井
原
町
ま
ち
づ
く
り

の
会
（
三
宅
秀
治
会
長
）
主
催
に
よ
る
井
原
桜
ま
つ
り
が

四
月
四
日
、
桜
橋
公
園
な
ど
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

多目的効果大
つどえ～るの利用者増加

平
成
二
十
一
年
度
つ
ど
え

～
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
修
了

式
が
三
月
二
十
五
日
に
行
わ

れ
、
二
十
四
人
に
修
了
書
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
七
日
の
二
十
二
年
度

始
業
式
に
は
、
無
料
講
座
の

二
十
人
と
有
料
講
座
の
二
十

人
が
出
席
。
受
講
生
は
重
政

講
師
の
概
要
説
明
を
聞
き
な

が
ら
、
一
年
間
の
学
習
内
容

を
確
認
し
ま
し
た
。
つ
ど
え

～
る
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
登
録

会
員
は
現
在
七
十
人
。

つどえ～る

写
真
＝
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
た
長
発
太
鼓
と
鏡
獅
子

太
鼓
の
児
童
生
徒
（
四
月
四
日
・
桜
橋
公
園
）

県
ゆ
う
あ
い

セ

ン

タ

ー



Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
井
原
が
五
月
九

日
、
「
井
原
市
文
化
協
会
洋

画
部
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

作
成
し
、
公
開
し
ま
し
た
。

同
協
会
洋
画
部
（
原
田
晋

作
部
長
）
が
五
月
七
日
か
ら

三
日
間
、
井
原
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
春
の
洋
画
部
展
を
開

い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

っ
た
も
の
。

同
法
人
は
「
作
品
を
写
真

で
紹
介
す
る
た
め
に
は
洋
画

部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
が

望
ま
し
い
」
と
提
案
、
写
真

撮
影
も
代
行
し
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
で
は
同
洋
画

部
関
係
者
か
ら
絵
画
の
掲
示

サ
ー
ビ
ス
を
う
け
て
お
り
、

市
民
活
動
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
の
連
携
趣
旨
に
沿
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
全
面
的
に

協
力
し
た
も
の
で
す
。

「
井
原
市
文
化
協
会
洋
画

部
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
は
左
記
の
と
お
り
。

ht
tp:

//
ww
w.
geo

ci
ti
es
.j

p/ib
arayo

uga/

備
中
國
地
域
づ
く
り
交
流

会
で
は
、
地
域
づ
く
り
、
ま

ち
づ
く
り
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
る
個
人
、
団
体
の
参
加
を

募
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
流
会
は
、
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
等
の
運
用
に
よ

る
会
員
同
士
の
情
報
交
換
を

中
心
に
、
互
い
の
得
意
分
野

を
活
か
し
た
各
地
域
で
の
取

り
組
み
の
相
互
支
援
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

「
ま
ず
は
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ

ス
ト
へ
の
登
録
か
ら
、
参
加

を
初
め
て
み
ま
せ
ん
か
」
と

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

登
録
、
問
い
合
わ
せ
は
備

中
県
民
局
協
働
推
進
室
へ
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つ ど え ～ る ご 利 用 メ モ

《協働のまちづくり事業補助金》

・井原備中神楽保存会小中学生伝承

教室事業（井原備中神楽保存会）

補助金額 ２００，０００円

・鳥羽踊り子供伝承教室事業（鳥

羽踊り保存会）

補助金額 ２００，０００円
《地域活性化イベント補助金》

・ふるさと交流体験事業（星の郷

体験型交流イベント実行委員会）

補助金額 １５０，０００円

・井原町桜まつり・鬼まつり事業
（井原町まちづくりの会）

補助金額 ３５０，０００円

・どろりんピックin芳井事業

（備中西商工会青年部芳井支部）

補助金額 ５００，０００円

つどえ～る館内に設置されてい

る飲み物の自動販売機が４月２８日
より新しくなりました。

以前よりやや幅広のニュータイプ

で、各種コーヒーやココアをはじ

め、カルピス、コーラなど２７種類

が入っています。

ミ

ニ

情

報

■鳥羽踊りなどへ補助金 ■自動販売機の機種交換

備中西商工会青年部美星支部

（代表 川上 直哉）

・まちづくり岡山ネットワーク

（代表 吉澤万千子）

・井原市福祉をよくする会

（代表 落合 清三）

欅の杜塾

（代表 佐藤 清）

鳥羽踊り保存会

（代表 尾山 立志）

・プラント

（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会

（代表 三宅 秀治）

新現役の会井原支部

（代表 森 岑生）

・はっぴいひろばとまとさん家

（代表 川相 肇）

・井原はばたき会

（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル

ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）

井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）

五 味 会

（代表 宮本 幸枝）

ボランティアガイド井原

（代表 妙見迫有紀）

井原備中神楽保存会

（代表 森下規矩二）

倉掛自治連合会

（会長 倉橋 一郎）

岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）

・市民交流ネットワーク井原

（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録団体

〔・印はＮＰＯ法人〕

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法

人

文化協会洋画部の作品掲載

■備中國地域づくり

交流会事務局（備中

県民局協働推進室内）
TEL（086-434-7004）
FAX（086-426-9305）
http://www.geociti

es.jp/bichukoku/

備中県民局


